
4月16日（水）、衆議院外務委員会において国民民主党所属の深作
ヘスス（ふかさく へすす）衆議院議員が、航空機燃料の高騰対策に
ついて質問しました。航空連合として航空機燃料コストの上昇は極め
て大きな課題であると認識しており、これまでも各党との連携を重ね
てきていますが（NEWS EXPRESS26-41および26-46参照）、引き
続き、国の対応を求めて取り組んでいきます。
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 激変緩和事業は昨年11月の閣議決定に基づき実施
しているが、一時的・緊急避難的な対応である。

 現在はガソリン小売価格が185円/L程度となる
よう支援を継続しており、航空機燃料は足下で
1.7円/L程度を補助している。

 今後の取り扱いは、原油価格の状況を見定めなが
ら、丁寧に対応していく。
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 諸外国との航空協定締結などを通じた今後の
国際線のさらなる拡大を見すえて、航空業界
における諸課題への対応は一層重要となる。

 特に、航空業界が抱える燃油コストへのさら
なる支援は不可欠である。

 政府として講じている激変緩和の措置につい
ては、現在どのようなものとなっているのか。

https://www.jfaiu.gr.jp/files/news/9092a4ec59199ea6fb944ae8590ee6ea.pdf
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